
クラレトレーディング株式会社

（千円未満切捨）

資　産　の　部

千円 千円 千円

流　動　資　産 73,377,007 71,571,513 △1,805,494

現 金 及 び 預 金 937,345 871,190 △66,155

受 取 手 形 8,324,148 306,908 △8,017,240

電 子 記 録 債 権 - 8,698,613 8,698,613

売 掛 金 31,025,999 32,107,640 1,081,640

製 品 ・ 商 品 5,022,722 5,150,391 127,669

仕 掛 品 1,406,471 1,626,873 220,402

原 材 料 ･ 貯 蔵 品 29,034 29,092 58

未 収 入 金 1,191,167 1,372,673 181,506

Ｃ Ｍ Ｓ 預 け 金 25,407,764 21,427,636 △3,980,127

そ の 他 152,355 100,493 △51,861

貸 倒 引 当 金 △120,000 △120,000 -

固　定　資　産 2,458,443 2,561,402 102,958

 有形固定資産 1,076,147 1,024,309 △51,837

建 物 359,982 394,675 34,693

構 築 物 23,664 20,775 △2,889

機 械 装 置 509,367 509,268 △98

車 両 運 搬 具 51 770 718

工 具 器 具 備 品 7,391 9,143 1,752

土 地 80,000 80,000 -

リ ー ス 資 産 4,194 3,296 △898

建 設 仮 勘 定 91,495 6,379 △85,116

 無形固定資産 39,321 47,877 8,555

ソ フ ト ウ エ ア 39,321 47,625 8,303

そ の 他 0 252 252

 投資その他の資産 1,342,975 1,489,215 146,240

投 資 有 価 証 券 703,140 1,000,230 297,090

子 会 社 株 式 224,813 224,813 -

出 資 金 14,118 14,088 △30

長 期 前 払 費 用 887 558 △328

繰 延 税 金 資 産 362,334 212,699 △149,634

長 期 営 業 債 権 2,091 2,085 △ 6

そ の 他 46,189 45,140 △1,049

貸 倒 引 当 金 △10,600 △10,400 200

 資　 産　 合 　計 75,835,451 74,132,915 △1,702,535

（2025年12月31日現在）
科目

前会計年度（ご参考） 当会計年度
増減（ご参考）

（2024年12月31日現在）

計　　　算　　　書　　　類

2025年12月31日現在

貸　　借　　対　　照　　表

2025年12月31日まで

2025年１月 1日から



（千円未満切捨）

負　債　の　部

千円 千円 千円

流　動　負　債 39,332,755 42,017,860 2,685,105

支 払 手 形 137,065 - △137,065

電 子 記 録 債 務 - 91,867 91,867

買 掛 金 36,974,779 39,691,424 2,716,645

未 払 金 599,783 617,515 17,732

未 払 費 用 181,956 153,996 △27,959

未 払 法 人 税 等 769,352 717,193 △52,159

賞 与 引 当 金 271,670 249,100 △22,570

そ の 他 398,148 496,764 98,615

固　定　負　債 1,969,022 1,762,026 △206,996

預 り 保 証 金 1,362,016 1,190,129 △171,887

退 職 給 付 引 当 金 542,956 553,404 10,448

そ の 他 64,049 18,492 △45,557

 負　 債　 合 　計 41,301,778 43,779,887 2,478,108

純　資　産　の　部

株 主 資 本 34,170,879 29,804,282 △4,366,596

資 本 金 2,200,000 2,200,000 -

資 本 剰 余 金 3,084,977 3,084,977 -

資 本 準 備 金 461,273 461,273 -

そ の 他 資 本 剰 余 金 2,623,704 2,623,704 -

利 益 剰 余 金 28,885,901 24,519,305 △4,366,596

利 益 準 備 金 88,727 88,727 -

そ の 他 利 益 剰 余 金 28,797,174 24,430,578 △4,366,596

別 途 積 立 金 152,650 152,650 -

繰 越 利 益 剰 余 金 28,644,524 24,277,928 △4,366,596

評価・換算差額等 362,793 548,746 185,952

その他有価証券評価差額金 290,105 480,524 190,418

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 72,688 68,221 △4,466

 純　資　産　合　計 34,533,673 30,353,028 △4,180,644

 負債及び純資産合計 75,835,451 74,132,915 △1,702,535

科目
前会計年度（ご参考） 当会計年度

増減（ご参考）
（2024年12月31日現在） （2025年12月31日現在）



損　　益　　計　　算　　書

2025年 1月 1日から

2025年12月31日まで

（千円未満切捨）

千円 千円 千円

＊ 150,686,234 149,281,895 △1,404,338

＊ 41,258,005 41,654,066 396,060

29,956,310 30,249,953 293,643

売 上 総 利 益 11,301,695 11,404,112 102,417

6,693,194 6,732,490 39,295

営 業 利 益 4,608,500 4,671,622 63,121

受 取 利 息 及 び 配 当 金 466,234 621,668 155,434

雑 収 益 44,743 45,415 671

営 業 外 収 益 合 計 510,977 667,084 156,106

支 払 利 息 8,817 6,715 △2,102

雑 損 失 159,713 62,073 △97,640

営 業 外 費 用 合 計 168,530 68,788 △99,742

経 常 利 益 4,950,947 5,269,917 318,970

事 業 構 造 改 善 費 用 400,871 - △400,871

特 別 損 失 合 計 400,871 - △400,871

税 引 前 当 期 純 利 益 4,550,075 5,269,917 719,842

  法人税､住民税及び事業税 1,437,489 1,445,478 7,989

法 人 税 等 調 整 額 △124,805 58,135 182,940

法 人 税 等 合 計 1,312,684 1,503,614 190,930

当 期 純 利 益 3,237,391 3,766,303 528,912

＊当社は、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年3⽉31⽇）等を適⽤しています。
 当該基準適⽤前の売上⾼に相当する⾦額を「取扱⾼」、当該基準適⽤後の売上⾼に相当する⾦額を
 「売上収益」として記載しています。括弧書きの「取扱⾼」は参考値です。

  

前会計年度（ご参考） 当会計年度
増減（ご参考）

（2024.1.1～2024.12.31） （2025.1.1～2025.12.31）

特 別 損 失

取 扱 高

売 上 収 益

売 上 原 価

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

（ ） （ ） （ ）



１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

　①有価証券の評価基準及び評価方法

（1）子会社株式 移動平均法による原価法

（2）その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの 決算日の市場価格等に基づく時価法
（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

市場価格のない株式等 移動平均法による原価法

　②デリバティブの評価基準及び評価方法

時価法

　③棚卸資産の評価基準及び評価方法

移動平均法による原価法
（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

　④固定資産の減価償却の方法

（1）有形固定資産（リース資産を除く）

定額法

（2）無形固定資産（リース資産を除く）
　　ソフトウェア ‥‥‥‥‥‥‥ 定額法

　　        　　　なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間(5年)に基づいています。

（3）リース資産 ‥‥‥‥‥　　　　　　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産。
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法。

　⑤引当金の計上基準

（1）貸倒引当金‥‥‥‥‥‥‥ 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定
の債権については、個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しています。

（2）賞与引当金‥‥‥‥‥‥‥ 従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、賞与支給見込額に基
づき計上しています。

（3）退職給付引当金‥‥‥‥‥　 退職一時金制度について、退職給付にかかる期末自己都合要支給額を用いて退職給付債務を計上する
簡便法を適用しています。

　⑥ヘッジ会計の方法

（1）ヘッジ会計の方法

 　繰延ヘッジ処理を適用しています。
 　なお、為替予約については振当処理の要件を満たしている場合は、振当処理を採用しています。

（2）ヘッジ手段とヘッジ対象

 　ヘッジ手段 ヘッジ対象
　 為替予約 営業債権、営業債務

（3）ヘッジ方針

　 当社は社内規定に定めた管理方針、主管部署、利用目的、実施基準に基づき、為替変動リスクをヘッジしています。

（4）ヘッジ有効性評価の方法

　 振当処理によっている為替予約に関しては、取引時に重要な条件の同一性を確認しているため、有効性の事後評価を省略しています。
　外貨建予定取引にかかる為替予約に関しては、重要な条件の同一性を確認し、有効性を評価しています。

個  別  注  記  表



　⑦収益及び費用の計上基準
　当社は、 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年3月31日  以下「収益認識会計基準」という。）等を適用して
　おり、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を
  認識することとしています。
　当社においては、主として商品等の顧客への販売を行っています。商品等の販売については、引渡時点において顧客が当該商品
  等に対する支配を獲得、履行義務が充足されると判断し、当該時点で収益を認識しています。
　履行義務の識別に当たっては、本人か代理人かの検討を行い、商品等が顧客に提供される前に当社が当該商品等を支配している
　場合には、本人として収益を対価の総額で損益計算書に表示しており、特定された商品等が他の当事者によって提供されるように
　手配する履行義務である場合には、代理人として顧客から受け取る額から仕入先に支払う額を控除した純額で損益計算書に表示
　しています。なお、本人代理人の判定方法は当社が契約の当事者として商品等の提供に主たる責任を有しているか、在庫リスクを
　負っているか、価格決定裁量権を有しているか等を総合的に勘案して判断しています。
  また、有償支給取引について、有償支給先から支給品を買い戻した場合、買戻し品の中に含まれる原料売りの粗利益相当額を在庫
　及び売上高から控除することとしています。

２．表示方法の変更に関する注記

電子記録債権および電子記録債務の表示方法は、従来、貸借対照表上、それぞれ「受取手形」および「支払手形」に含めて表示して
おりましたが、重要性が増したため、当事業年度より、「電子記録債権」および「電子記録債務」として表示しております。

３．貸借対照表等に関する注記

　①有形固定資産の減価償却累計額 1,162,819 千円
 「減価償却累計額」には、減損損失累計額を含めています。

　②関係会社に対する金銭債権債務

短期金銭債権 25,593,069 千円

短期金銭債務 35,946,047 千円

４．損益計算書に関する注記

　①関係会社との取引高

売上収益 1,762,910 千円

仕入高 105,616,746 千円

営業取引以外の取引高 246,910 千円

５．株主資本等変動計算書に関する注記

　①発行済株式の種類及び総数
普通株式 334,000 株

　②剰余金の配当に関する事項

　　（1）配当支払額
株式の種類 配当金の総額 １株当たり 基準日 効力発生日

(千円) 配当金(円)

普通株式 8,132,900 24,350 2024年12月31日 2025年3月25日

　(注)上記の１株当たり配当金には、特別配当20,958円を含んでおります。

　　（2）基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が当期末後となるもの
決 議 予 定 株式の 配当の 配当金の総額 １株当たり 基準日 効力発生日

種類 原資 (千円) 配当金(円)

2026年3月23日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 8,482,932 25,398 2025年12月31日 2026年3月24日

　(注)上記の１株当たり配当金には、特別配当19,760円を含んでおります。

2025年3月24日
定時株主総会

決 議



６．税効果会計に関する注記

　　繰延税金資産の発生の主な原因は、退職給付引当金、賞与引当金であり、繰延税金負債の発生の主な原因は、
　　その他有価証券評価差額金です。

７．金融商品に関する注記

　　　①金融商品の状況に関する事項
売掛金等の営業債権に係る顧客の信用リスクは、与信管理に関する規定に従って低減を図っています。
資金の運用および調達については、主としてＣＭＳにより実施しています。

　　　②金融商品の時価等に関する事項
2025年12月31日(当期の事業年度末日）における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりです。

（千円未満切捨）
貸借対照表計上額 時価 差額

（１）電子記録債権 8,698,613 8,698,613 -
（２）売掛金 32,107,640 32,107,640 -
（３）ＣＭＳ預け金 21,427,636 21,427,636 -
（４）買掛金 (39,691,424) (39,691,424) -
負債に計上されているものについては、（　）で示しています。

(注）金融商品の時価算定方法に関する事項
　（１）電子記録債権（２）売掛金（４）買掛金
　　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっています。
　（３）ＣＭＳ預け金
　　要求払預金と同様の性格を有するため、時価は当該帳簿価額によっています。

８．関連当事者との取引に関する注記

法人 （千円未満切捨）

区分 会社名
議決権等の
所有割合

議決権等の
被所有割合 関係内容 取引の内容

取引金額
（注３） 科目

期末残高
（注３）

親会社 ㈱クラレ － 直接　100％ 当社の親会社 商品等の仕入 105,139,310 買掛金 35,603,145
（注１）

CMSによる 余剰資金の預け (3,980,127) ＣＭＳ預け金 21,427,636
資金集中 （注２）

預け金利息の受取 246,910
（注２）

－ 商品等の売上
（注１）(注４)

（注１）価格その他の取引条件は、市場実勢を勘案して決定しています。
（注２）CMSによる資金集中は、クラレグループの資金運用効率化のために㈱クラレに集中しているものであり、取引金額については残高の
　　　純増減額を記載しており、減額については（）にて示しています。また、金利については、市場金利に連動して毎月見直し決定しています。
（注３） 取引金額には消費税等を含めていません。期末残高には消費税等を含めています。
（注４）可楽麗貿易（上海）有限公司の「商品等の売上」は、本人取引は総額にて、代理人取引は純額にて集計しています。

９．収益認識に関する注記

　 収益を理解するための基礎となる情報
「１．重要な会計方針に係る事項に関する注記」の「⑦収益及び費用の計上基準」に記載のとおりです。

10．１株当たり情報に関する注記

１株当たり純資産額 90,877円33銭

１株当たり当期純利益 11,276円36銭

子会社
可樂麗貿易（上海）
有限公司

直接
100％

繊維資材・樹脂
化学品販売

711,872 売掛金 3,709,944




